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　ヒト胚性幹細胞（ヒトES 細胞）は、体内の全ての細胞に分化できる能力を持つため、基礎研究や治
療などを目的とした臨床研究の非常に重要なツールであると考えられている。しかし、世界的にも未だ研
究の初期段階にあり、分かっていないことが多い。そのため、幹細胞に関する基礎生物学的な知識やヒ
トES細胞の扱い方に関するトレーニングの実施によって、研究者を増やすことが必要と考えられる。
　米国の国立衛生研究所（NIH）の研究機関の一つである国立一般医科学研究所（NIGMS）は、3 年間
で900万ドル規模の「ヒト ES 細胞研究のための探索的な研究拠点グラント」を設置し、8月に支援
先 3研究機関を決定した。各研究機関では、中核的な施設を設置して研究者のトレーニングと支援を行
うほか、ヒトES細胞の性質や機能に関する根本的な知識を深めるためのパイロット的な研究を実施する。
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　ヒト胚性幹細胞（ヒトES細胞）は、体内の全
ての細胞等に分化できる能力を持つため、基礎研
究や治療などを目的とした臨床研究において、非
常に重要なツールである。しかし、ヒトES細胞を
自由自在に変化させる方法はまだ確立していない。
そのため、幹細胞についての基礎生物学的な知識
の増加や、ヒトES細胞を扱うことができる研究者
をトレーニング等によりもっと増やすことが必要
であると考えられる。
　これらの必要性に対応するために、NIH の
研究機関のひとつである国立一般医科学研究所
（NIGMS）は、「ヒト胚性幹細胞研究のための探索
的な研究拠点グラント（Exploratory Center Grant 
for Human Embryonic Stem Cell Research）」 の
募集を行い、３研究機関にグラント支援を行うこ
とを決定した。本グラントは、ヒトES細胞を用
いたパイロット研究を実施する多様な研究者から
構成されるチームに与えられる。2003 年９月にも
同様な趣旨の募集が実施され、ワシントン州立大
学、ミシガン州立大学医学部等の３研究機関にグ
ラントが支給されたが、目的の達成には至ってい
ないということで、再度 2004 年 10月に募集され、
2005 年８月にグラントが支給される研究機関が発
表された。グラントは、全体で３年間に 900 万ド
ル支給される予定である（初年度各機関に約 100
万ドル支給）。各研究拠点では、ヒトES細胞研究
の中核的な施設をつくり、研究リソースの維持や
研究者のトレーニングなどに必要なインフラスト
ラクチャーを整備する。また、ヒトES細胞の性質
や機能の根本的な知識を深めるために、NIHのヒ
トES細胞研究のガイドラインの下で、パイロット
的な研究プロジェクトが実施される。
　採択された研究機関と研究内容は以下の通りで
ある。マウントサイナイ医科大学では、初年度は
ヒトES細胞の増殖、分化、遺伝子変化を研究する。
特に幹細胞を遺伝子改変する手法の開発に焦点を
置く。アルバート・アインシュタイン医科大学では、
特定のタンパク質がどのように幹細胞の増殖や分
化を制御するのかを研究する。Burnham研究所で
は、幹細胞に自己再生を可能にさせる分子シグナ
ルの研究や、リアルタイムに細胞を研究するため
の新規のイメージング技術の開発などを行う。
　米国政府は、ヒトES細胞研究に公的研究費を使
用させない等の制限をしていることで知られてい
るが、NIHは ES細胞研究予算として年間５億ド
ル以上、その内ヒトES細胞研究には年間 2,000 万
ドル以上支出し、その額は年々増加していると見
られる。今回採択されたBurnham研究所は、州レ
ベルでヒトES細胞研究を支援しているカリフォル
ニア州に在る。
　これらの事は、ヒトES細胞研究に対する米国の
方針転換の兆しかもしれないと考えられる。
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